
（
毎
月
一
回
二
十
五
日
発
行
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　第

巻

　
　
　
　

 

　第
四
号

　
　
　

 

　第

号

　
　
　
　

 

　定
価
四
五
〇
円 

（
送
料
込
）

昭
和
二
十
五
年
六
月
八
日 

（
第
三
種
郵
便
物
認
可
）

令
和
五
年
三
月
十
五
日
印
刷
納
本

　

令
和
五
年
三
月
二
十
五
日
発

　行

公益財団法人 書壇院　〒105-0001　東京都港区虎ノ門5-5-1-101  TEL 03(6721)5701 FAX 03(6721)5702

幼　児・小学生
中学生・高校生

 のための書道誌
 

令和５年
（2023年）

（学生書壇）

公益財団法人　書壇院

は
、昔
か
ら
の
書
壇
院
の
マ
ー
ク
で
す
。中
の
鳥
は
鵞
鳥
で
す
。書
聖
王

羲
之
が
、鵞
鳥
を
と
て
も
愛
し
た
事
に
由
来
し
ま
す
。

4
 月号

表
紙
の
画
像
石

　優
雅
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
老
夫
婦
が
二
人
だ
け
の
宴
遊
を
楽
し
ん
で

い
る
様
子
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　中
央
の
室
内
に
は
左
に
あ
ご
髭
を
生
や
し
た
夫
、
右
に
着
飾
っ
た
妻
が

敷
物
に
座
り
、
に
こ
や
か
な
表
情
で
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

中
央
に
は
杓
を
の
せ
た
酒
壺
、
料
理
を
盛
っ
た
皿
、
漆
器
が
並
び
、
天
井

に
は
幔
幕
が
垂
れ
て
い
ま
す
。

　左
右
の
部
屋
に
は
男
女
二
人
ず
つ
の
侍
従
が
控
え
、
和
や
か
な
空
気
が

満
ち
あ
ふ
れ
て
充
実
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
ま
す
。

昔
、
中
国
で
は
、
身
分
の
高
い
人
が
亡
く
な
る
と
、
そ
の
遺
族
は
地
下
に
石

室
な
ど
の
お
墓
を
つ
く
り
ま
し
た
。
石
室
の
壁
面
に
は
生
前
の
豪
華
な
生
活

の
様
子
や
想
像
上
の
鳥
や
像
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
死
後
も
そ
の
よ
う

な
生
活
を
願
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
墓
を
現
在
で
は

「
画
像
石
墓
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

公益財団法人書壇院は、書道の研究、教育、普及によって、書道芸術を通し、人格を高めることを目指しています。

昭
和
二
十
五
年
六
月
八
日 

（
第
三
種
郵
便
物
認
可
）

令
和
五
年
三
月
十
五
日
印
刷
納
本

　

令
和
五
年
三
月
二
十
五
日
発

　行

（
毎
月
一
回
二
十
五
日
発
行
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　第

巻

　
　
　
　

 

　第
四
号

　
　
　

 

　第

号

七
十
四

七
十
四

八
七
六

八
七
六
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泉はし

歩
道
橋

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

大
使
館

城
山
緑
道

２番出口２番出口

神谷町駅

六本木一丁目駅

坂

桜田通り至
霞
ケ
関

至
麻
布
十
番

至
溜
池
山
王

泉
ガ
ー
デ
ン

タ
ワ
ー

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

大
使
館中

央
改
札
口

中
央
改
札
口

北
改
札
口

北
改
札
口

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エスカレーター
コンビニ

エスカレーターエスカレーター

アークヒルズ
仙石山テラス

アークヒルズ
仙石山森タワー

書壇院

〒

泉通り

書
壇
院
案
内
図

◎
東
京
メ
ト
ロ　

�「
神
谷
町
」（
日
比
谷
線
）	

徒
歩
5
分�

「
六
本
木
一丁
目
」（
南
北
線
）	徒
歩
7
分

〜
事
務
局
か
ら
の
お
願
い
〜

　部
数
変
更
に
つ
き
ま
し
て
は
前
月
の
末
日
ま
で
に
書

壇
院
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。連
絡
が
あ
り
ま
せ
ん
と
前
号
の

部
数
で
発
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ご
協
力
の
程
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す

　誌
代
切
れ
に
な
り
ま
す
と  

継
続
の
お
願
い
の
文
書
と

郵
便
払
込
取
扱
用
紙
を
同
封
致
し
ま
す
。

　こ
の
文
書
の
入
っ
て
い
た
方
で
、次
月
号
以
降
ご
継
続

さ
れ
る
場
合
は
払
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
ご
送
金
下
さ
い
。

　な
お
契
約
途
中
で
の
解
約
は
、い
か
な
る
理
由
で
も
ご

返
金
致
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　本
院
の
事
務
取
扱
い
時
間
は
左
の
通
り
で
す
。お
い

で
の
方
、又
、お
電
話
等
は
時
間
内
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　午
前
九
時
三
十
分
よ
り
午
後
五
時
ま
で
。

―

日
曜
・
祝
休
日
・
月
曜（
月
曜
が
祝
休
日
の
場
合
は

火
曜
も
休
み
）及
び
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す―

令
和
４
年
度

　『
学
生
書
壇
』
協
力
員

　
『
学
生
書
壇
』
協
力
員
と
は

　

令
和
4
年
4
月
号
か
ら
令
和
5
年
3
月
号
ま
で
の
一
年
間
に
、
公
益
財
団
法
人
書
壇
院

が
発
行
し
て
い
る
『
学
生
書
壇
』
を
合
計
一
定
冊
以
上
扱
っ
て
頂
い
た
指
導
者
（
取
扱
者

も
含
む
）
を
呼
び
ま
す
。

　

こ
こ
に
そ
の
芳
名
を
あ
げ
御
協
力
を
讃
え
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

一
冊
で
も
多
く
購
読
頂
く
こ
と
が
『
学
生
書
壇
』
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
共

な
お
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。	

―
五
十
音
順
―
（
敬
称
略
）

池
田　

華
珠

石
塚　

葉
月

居
関　

桂
香

井
関　

碧
水

江
畑　

酔
月

大
室　

秋
美

岡
谷　

楽
山

小
川　

紫
𣴑

小
木　

竹
柏

小
熊　

啄
水

折
原　

玲
綏

片
野　

錦
秋

金
子　

水
楓

橘
田
扶
士
子

桑
山　

戯
魚

後
藤　

栖
華

小
西　

芳
玉

小
松
﨑
彩
花

小
宮　

緑
香

小
山　

茜
玉

佐
々
木
杏
雪

佐
藤　

瑞
雲

柴　
　

蘭
陽

島
本　

霄
桃

杉
本　

淞
静

高
井　

松
葉

田
中　

春
潮

田
村　

京
水

千
綿　

玉
櫻

都
築　

草
洸

寺
西　

葉
雋

徳
永　

澄
泉

長
沼　

松
雪

二
宮　

香
華

野
口　

泰
雲

野
口　

白
雲

服
部　

千
菜

平
野　

清
秀

蛭
田　

美
啓

福
永　

祥
苑

藤
原　

豊
道

船
山　

春
洸

別
府　

竹
舟

星　
　

心
月

本
多　

岱
山

前
原　

杏
華

松
島　

照
静

松
本　

秀
憲

三
膳　

春
雪

望
月　

琴
流

横
山　

菁
絢

米
村　

禮
石

古
典
へ
の
招
待

前
漢
　
画 が

像 ぞ
う塼 せ

ん（
四 し

神 し
ん図 ず

　
玄 げ
ん武 ぶ

）
拓

本
は

柳
澤

朱
篁

氏
よ

り
寄

贈
　

書
壇

院
蔵

原
拓

本
は

４
月

４
日

（
火

）
か

ら
５

月
28

日
（

日
）

ま
で

書
壇

院
ギ

ャ
ラ

リ
ー

で
展

示
し

て
お

り
ま

す
。

15 cm
×

51 cm

　
四

神
と

は
古

代
中

国
や

、
そ

の
影

響
を

受
け

た
日

本
や

朝
鮮

を
含 ふ

くむ
東

ア
ジ

ア
の

中
華

文
明

圏
で

、
天

の
四

つ
の

方
角

（
東

西
南

北
）

を
司 つかさどる

と
信

じ
ら

れ
た

青 せ
い龍 りゅう・

朱 す
雀 ざ

く・
白 び

ゃ
っ

こ
虎

・
玄 げ

ん武 ぶ
の

四
つ

の
神 し

ん獣 じゅう（
伝

説
の

生
物

）
を

言
い

ま
す

。
四

神
の

四
つ

の
色

は
季

節
に

も
相

当
し

て
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

青
春

・
朱 し

ゅ夏 か
・

白 は
く秋 しゅう・

玄 げ
ん冬 と

う（
玄

は
黒

の
こ

と
）

と
表

さ
れ

ま
す

。
　

中
国

で
は

漢 か
ん代

（
紀

元
前

206―
西

暦
220

年
）

に
四

神
図

が
大

い
に

流
行

し
、

瓦 が
当 と

う（
屋 や

根 ね
瓦 がわらの

先
に

つ
け

る
円 ま

るい
瓦

、
学

生
書

壇
令

和
四

年
新

年
号

参
照

。）
や

墳 ふ
ん墓 ぼ

の
壁

画
な

ど
に

用 も
ちい

ら
れ

ま
し

た
。

　
日

本
で

は
1972

年
、

奈
良

県
明 あ

日 す
香 か

村
の

高 た
か松 ま

つ塚 づ
か古 こ

墳 ふ
んで

石 せ
き室 し

つ（
棺 ひつぎが

安
置

さ
れ

て
い

る
石 い

し造 づ
くり

の
部

屋
）

の
東

西
南

北
の

壁
面

に
極 ご

く彩 さ
い色 し

きの
壁

画
が

発
見

さ
れ

、
そ

の
中

に
四

神
が

描
か

れ
て

い
た

の
が

有
名

で
す

。
　

こ
の

拓
本

の
玄

武
は

前
漢

武
帝

の
墓

で
あ

る
茂 も

陵 りょうで
出

土
し

た
画 が

像 ぞ
う塼 せ

んで
、

亀 か
めに

蛇 へ
びが

絡 か
らみ

つ
い

た
姿

で
表

さ
れ

て
い

ま
す

。
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1

鑑
賞
作
品

「
大
」
︱
智ち

永え
い

・
真し

ん

草そ
う

千せ
ん

字じ

文も
ん

︱

令
和
五
年

学
生
書
壇
四
月
号 

目
次

古
典
へ
の
招
待
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

表
２

鑑
賞
作
品
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１

競
　
書
　
課
　
題

毛
筆
部　

競
書
課
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２

硬
筆
部　

競
書
課
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

６

高
野
切
第
三
種
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

８

特
待
生
紹
介
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

８

第
八
七
六
回

　

優
秀
作
品
・
批
評
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９

　

成
績
発
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

課
題
予
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

24

バ
ー
コ
ー
ド
券
発
行
案
内
…
…
…
…
…
…
…
…

26

出
品
の
し
か
た
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

27

出
品
票
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

28

『
学
生
書
壇
』
協
力
員
……
…
…
…
…
…
…
…
…

表
３

　
真
草
と
は
、
真
書
＝
楷
書
と
草

書
の
二
つ
の
字
体
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
草
書
の
「
大
」
で
す
。

　
作
者
智
永
（
生
没
年
不
詳
）
は
、

南
朝
陳
か
ら
隋
に
か
け
て
活
躍
し

た
僧
・
書
家
で
、
書
聖
王
羲
之
の

七
世
の
孫
に
当
た
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
草
書
で
あ
り
な
が
ら
、
楷
書
的

な
強
い
打
ち
込
み
や
勢
い
は
、
鋭

さ
の
中
に
爽
や
か
さ
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　
同
じ
文
字
で
も
草
書
に
な
る

と
、
筆
の
入
る
方
向
が
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
ね
。
楷
書
と
の
書

き
方
の
違
い
を
比
べ
な
が
ら
書
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

01_鑑賞作品_23_04.indd   101_鑑賞作品_23_04.indd   1 2023/03/07   12:48:392023/03/07   12:48:39



2

競 書 課 題（ 4 月 15 日締切）品
しな

田
だ

彩
さい

雨
う

先 生 書

幼　

児

小
学
二
年

小
学
一
年

小
学
三
年

毛

筆

部

※
小
学
生
の
級
位
は
硬
筆
部
と
同
じ
で
す
。

※
出
品
の
し
か
た
は
27
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

新学年の課題を書いてください。

02-05_競書課題毛筆_23_04.indd   202-05_競書課題毛筆_23_04.indd   2 2023/03/07   12:49:142023/03/07   12:49:14



3

競 書 課 題（ 4 月 15 日締切）設
し た ら

楽 清
せい

玉
ぎょく

先 生 書

小
学
四
年

小
学
六
年

小
学
五
年

中
学
一
年　

―
行
書
―

新学年の課題を書いてください。

02-05_競書課題毛筆_23_04.indd   302-05_競書課題毛筆_23_04.indd   3 2023/03/07   12:49:142023/03/07   12:49:14



4

競 書 課 題（ 4 月 15 日締切）片
かた

野
の

錦
きん

秋
しゅう

先 生 書

中
学
二
年　

―
行
書
―

高
　
校
　
―
行
書
―
　

中
学
三
年　

―
行
書
―

漢
字　
課
題
説
明

高
校

行
書
　
鳥
啼
花
徑
深

　

山
村
の
春
野
の
景
色
、
花
咲
く
小
道
を
歩
い
て
い
る
と
鳥
の
声
が

聞
こ
え
た
。

新学年の課題を書いてください。

02-05_競書課題毛筆_23_04.indd   402-05_競書課題毛筆_23_04.indd   4 2023/03/07   12:49:152023/03/07   12:49:15



5

酒
さか

井
い

真
ま

波
なみ

先 生 臨

競 書 課 題（ 4 月 15 日締切）

か
な　

高
校　

高
野
切
第
三
種
（
８
頁
参
照
）

高
校

き支

み
を
の
み　

お
も无

ひ
こ
し
ぢ
の　

し
ら
や
ま
は八　

 

い
つ
か可

は
ゆ
き
の
　
き支

ゆ
る
と
き
の能

あ
る

〔
解
釈
〕

　

あ
な
た
の
こ
と
ば
か
り
を
思
っ
て
来
た
越
路
（
北
陸
）
に
あ
る
白
山
は
、

い
つ
雪
の
消
え
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

　
最
初
の
五
文
字
は
連
綿
の
仕
方
や
、
二
つ
の
み4

の
違
い
を
よ
く
見
て
か

ら
書
き
ま
し
ょ
う
。

新学年の課題を書いてください。
か
な　

中
学

平
ひら

井
い

侗
なお

子
こ

先 生 書

か
な　
課
題
釈
文
・
解
説

中
学

い
ろ
は
に
ほ
へ
と

　

か
な
書し

ょ

で
は
、
終
筆
を
抜
く
の
が
基
本
で
す
。

　

い
＝
む
か
い
あ
う
よ
う
に

　

ろ
＝
一
筆
目
は
短
め
、
ま
わ
す
時
は
ゆ
っ
く
り
と
。

　

は
・
に
・
ほ
＝
た
て
線
は
曲
線
で
。

　

へ
＝
山
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
筆
を
少
し
上
げ
て
。
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6

競 書 課 題（ 4月 15 日締切）小
こ

林
ばやし

春
しゅん

淵
えん

先 生 書

幼　

児

小
学
二
年

小
学
一
年

小
学
三
年

硬

筆

部

※
小
学
生
の
級
位
は
毛
筆
部
と
同
じ
で
す
。

※
え
ん
ぴ
つ
で
書
い
て
下
さ
い
。
出
品
の
し
か
た
は
27
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
指
定
用
紙
〔
500
枚
二
四
〇
〇
円
〕
は
榮
豊
齋
で
購
入
し
て
下
さ
い
。

※
用
紙
を
コ
ピ
ー
す
る
場
合
は
原
寸
〔
100
％
〕
で
、
紙
の
大
き
さ
は
Ａ
５
版
〔
タ
テ
21.0
㎝
×
ヨ
コ
14.8
㎝
〕
に
な
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。（
Ａ
５
サ
イ
ズ
と
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
半
分
で
す
）

新学年の課題を書いてください。
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7

競 書 課 題（ 4月 15 日締切）加
か

藤
とう

玲
れい

香
こう

先 生 書

小
学
四
年

小
学
六
年

小
学
五
年

中
学
・
高
校
（
段
・
級
は
つ
き
ま
せ
ん
）　

―
楷
書
―

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
サ
イ
ン
ペ
ン
使
用
）学
年
を
入
れ
ま
し
ょ
う（
例　

中
一
・
高
二
）。

新学年の課題を書いてください。
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